
【令和４年度取組状況等】

＜令和４年度取組状況＞

（福祉保健課）

1.相談支援体制の充実

２．人材養成

３．就労に向けた支援

＜令和４年度取組概要＞

・生活困窮者自立支援制度人材養成研修を1/12～13に実施。
【目的】市町が実施する生活困窮者への支援の推進と質の向上
【対象者】生活困窮者自立支援制度各種事業に従事している職員
【参加者数】39名
【主な内容】ひきこもり支援に関する講義やグループワークによる事例検討等

・自立相談支援機関に就労支援員を配置し、就労に関する一般的なアドバイスやハローワークヘの同行
支援等を実施。

・就労に向けた準備が整っていない方に対して、日常生活自立、社会生活自立を目的として、基礎能力
の形成から支援する就労準備支援事業を実施。(13市町)

・国のコロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策として、「生活困窮者支援体制構築プラッ
トフォーム整備事業」を実施し、地域におけるプラットフォームの設置に向け、市町へ働きかけを行っ
た。
・KPIとして定めている地域PFの設置について、全市町に設置されている既存の会議体として改めて設定
し、目標値を達成。

目 標
当事者やその家族の希望に応じ、地域における居場所の整備、その他対象者の状態に合
わせた支援を行うための多様な取組を推進し、社会とのより太いつながりが生まれるこ
とを目標とする。

・自立相談支援機関等の関係機関が参加する支援会議等において、支援対象者の情報共有や個別支援課
題の検討等を実施。

・県所管(小値賀町を除く7町)自立相談支援機関ヘアウトリーチ支援員等を配置し、ひきこもりの方等に
対する訪問支援を実施。

「ながさき就職氷河期世代活躍支援プラン」に関する取組状況

取 組 年 度 令和４年度

支 援 対 象 者 （３）社会参加に向けた支援を必要とする方（ひきこもりの方等）

【長崎県福祉保健部】

ＫＰＩ項目 目標値

県内全市町での地域PFの設置 21市町
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＜令和４年度取組状況＞

（障害福祉課）

1 相談支援体制の充実

○ ひきこもり地域支援センターにおける、個別相談（面談、電話、訪問）の実施

2 ひきこもり支援関係機関間の連携強化・資質向上

○ 保健所担当者会議・研修会

日時：令和４年６月６日（月）

○ ひきこもり支援関係者スキルアップ研修会

日時　：令和４年１２月９日（金）

対象者：ひきこもり支援にかかわる保健、医療、福祉、行政等の関係者

参加者：１８５名

〇 長崎県ひきこもり支援連絡協議会

日時：令和５年１月１６日（月）

3 家族および当事者支援

○ 長崎支援センター及び県立保健所で家族教室、家族の集い、当事者支援を実施

4 調査・研究

〇ひきこもりの長期・高年齢化と「８０５０」世帯に関する実態調査 報告書作成

100.0%

7市町 1市町 13市町

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績

ＫＰＩ項目 実績累計 進捗率

県内全市町での地域PFの設置 21市町




